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新型コロナウイルス感染、あるいは感染を疑う患者に対する放射線治療について

 各施設の執行部（病院長等）や感染対策チームとも連携の上で、施設ごとに対応案を事前に策

定しておくことが重要です。

 現実的には、他治療中の担癌患者（感染した場合の重症化リスク高い）や医療者への感染リス

クとその影響が甚大であること、陽性患者あるいはその疑いがある患者については、基本的に

外出自粛あるいは院内隔離が実施されることから、特段の理由がない限り、陰性化あるいは陰

性が確認されるまで、放射線治療の開始を延期あるいは中断する対応を取らざるを得ないと考

えられます。

 治療中断を余儀なくされた患者の放射線治療を再開する際は、対象疾患、治療目的、中断期間

等を考慮し、中断による影響度が大きいと考えられる場合には、Gay HA らの文献（参考資料

1）等も参考に、可能な範囲内で影響を最小化することをご検討ください。

 当該患者の病状等により放射線治療の延期や中断が許容されないと判断される場合に限り、下

記のガイドライン（参考資料 2―5）等を参考とし、院内の感染症制御チーム(ICT)とも相談の

上で、十分かつ適切な感染予防対策を講じることを前提に実施の可否について慎重に検討くだ

さい。

尚、下記ガイドライン等は新たな知見の蓄積に伴い、適宜更新されるため、信頼の置ける情

報源からの最新の情報収集に努めてください。
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